
平成 27年 4月 11日

日本技術士会 登録グループ活動報告（平成２７年度）

グループ名称 知財コンサルティングセンター（略称：PCIP）

１．要 約

H27年度は新たな中期 3ヶ年計画の初年度に相当し、

(1)PCIP会員の活動領域を広げ、スキルを向上させる取り組みを行う。

(2)PCIPの活動を PRし、知名度を向上させる。

という基本戦略において

「会員の知財力強化を行い、PCIPの知名度を向上させ、技術知財経営支援センター

(MOT-IP)との協業関係を探る。」

を目標とした。活動成果は以下の通り、

(1)インフラ整備、ホームページの改修と充実、

(2)PR活動、勉強会とセミナーを通じて PCIPを外部にアピール、

(3)勉強会の実施、

(4)会員セミナーの開催、

(5)他の団体開催行事、

(6)会員数の増加。

(3)(4)を通じて会員のスキルアップを図った。

２．活動報告概要

２．１．目的達成情況

1) 会員セミナーは４回開催し、セミナー後に交流会を開催した。

2) 勉強会を 2回開催した。

3) セミナーにおいてMOT-IPと共同開催した。

２．２．情報公開情況

会員セミナーは月刊技術士、技術士会ホームページに案内を掲載。会員セミナーと勉

強会の開催情報、会員の活動などを PCIPホームページに掲載している、閲覧状況は多

い。PCIP内、幹事内の連絡はメーリングリストを活用して行っている。

２．３．成果・事例等

1) 会員セミナーでは計 98名、勉強会では計 23名の参加があった。

2) 第 18回セミナーはMOT-IPとの共催であった。

3) 山村裕美会員が月刊技術士に 2件の寄稿をした。

4) セミナーと勉強会が主な活動であり、業務開拓は特に行わなかった。

３．グループ構成

構成員数 46名

正会員・準会員（36名）、技術士以外の専門家（10名）／専門家等人数の比率＝22％



４．行事の様子の紹介

2016年 4月 8日開催 定期総会風景

定期総会では、以下の議案について賛成多数で承認されました。

≪１号議案≫ ２０１５年度活動報告

≪２号議案≫ ２０１５年決算報告

≪３号議案≫ ２０１６年度活動計画

≪４号議案≫ ２０１６年度予算計画

≪５号議案≫ ２０１６年度役員人事

2015年 11月 13日開催 セミナー風景

第 17回会員セミナー「ジェネリック・ビジネスの拡がり」（田中秀穂教授）

ジェネリック医薬品が広く知られているが、本来の意味であるジェネリック＝「一般的

な」という視点で先発品の知財権の影響を受けないビジネスの展開、ジェネリック・ビ

ジネス＝創造的模倣について事例をあげながら興味深い解説をいただいた。



2015年 10月 23日開催 勉強会風景

「ライセンス契約の基礎及び問題点」（酒寄一彦技術士）

講師が直面した契約上のいろいろな問題をわかりやすく解説いただいた。基本的には

PCIP会員のみの勉強会のため、セミナーと違い聴講者からの意見や質問も多く、活発

な議論が交わされた。

以上


